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NH3 の反応により、 LaN を5000C、 CeN を2000C、 PrN を6000C、 NdN を 7000Cで作成し、 NN3 が Nz に比べ優れた窒




窒化物を作成できることを述べている。炭化物と NH3 の反応では、NH3 は窒化剤としてのみならず水素化剤としても
作用し、窒化によって析出する炭素をメタンに転換して固相から取り除けることを記している。さらに、この窒化物
生成法を応用し、希土類窒化物固溶体の合成を行っている。




らかにしている。 NH3 気流と酸化物の反応における気相の酸素ポテンシャルを温度、 H20 分圧及び NH3 の解離度の


















(1)希土類金属と NH3 または N2-Hz 混合気体との反応により、従来報告されている希土類金属と N2 の反応と比較
してより低い温度で希土類窒化物が生成することを見出している。これらの窒化物生成方法は、蒸気圧が高く高温で
の合成が困難な AmN 合成に応用できることを提案している。
(2) これまで報告のない希土類炭化物と NH3 気流の反応による希土類窒化物生成法を確立し、さらにこの方法が希
土類窒化物固溶体作成法に応用できることを実証している。希土類炭化物と NH3 気流との反応では、NH3 気流が水素
化剤としても作用することを明らかにし、固相に析出する炭素と NH3 気流の反応によるメタンの生成を熱力学的に
評価している。
(3)希土類化合物中の希土類元素の K 吸収端 XAFS 測定を行い、希土類元素の K 吸収端のような高エネルギー領域
のX線吸収スペクトルにも明らかな化学シフトが観測されることを述べている。また、これらの測定結果は、使用済
燃料中の核分裂生成物の化学形態を調査する為の基礎データとなり得る。
(4)NH 3 気流と遷移金属酸化物の反応により窒化物が生成することを明らかにし、その反応過程を NH3 気流による
酸化物の還元と金属の窒化の二段階に分け、酸化物が NH3 気流によって金属へ還元される条件を酸化物の生成自由
エネルギー、 H20 分圧、 NH3 の解離度、温度を用いて熱力学的に評価している。この考察を基に NH3 気流によるウ
ラン酸化物の金属への還元可能な条件、即ち、 NH3 気流を用いてウラン酸化物を窒化物に転換できる条件を予測して
しユる。
以上のように、本論文は金属窒化物の新たな生成法とその熱力学的評価、分光学的評価に関する非常に有益な知見
を提供している。本研究で得られた知見は、原子力工学の発展に重要な寄与をするもので、加えて、材料科学の進展
にも寄与するものであると評価される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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